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学位論文内容の要旨

本研究では.凍結に伴 うマウス脚韻俵 (浮腫)に対する低線丑 (0.5Gy)X線の事前頒射

による抑制効果の可能性に関する実験をした｡その結果.脳中含水量は.Sham照射では

凍蘇塊傷をしない対熊に比べ有意に増加 したがIo.叩y照射ではShBLm照射に比べ有意に低

(凍辞租借に伴う有意な増加もなかった｡また,姐傷部位と血牧中の叩er比ided由mutase

(SOD)活性は0.5Gy照射ではSham照射に比べ有意に高く.規歯部位の過酸†朗旨質量は

有意に低かった｡さらに一病理観森から.例えば.凍蹄に伴い換昏部位の神経紳胞に生じ

たアポ トーシスがD.SGy照射により抑制することもわかった｡以上の所見などにより.低

蘇丑の事前鼎射は凍給租借に伴い生じる脳幹座を抑制することが示唆できた｡また.これ

は低級告辞射による抗酸化磯韓の先進が一因していると考蕪できた｡

なお,恭敬は共著者の協力を得て完成 したものである｡

論文審査の結果の要旨

論文審査要旨 :

本研究は､凍結地租儲モデルマ ウスを用いて､0.SGyのX線事前照射に よる脳浮腫
の抑制効果の可能性について検討 した研究である.凍稗脳硯供を起 こしたマ ウスの

胸 中含水丑は0.5軸のX線事前照射ではShilFn照射に比 J<有意に低 く､また損傷部位 と
血紫中のSOD括性 も有者に有 (､さらに凍傷部艦 の過酸化硝安丑は有音に低い結果
とな り.0,5CyのX線事前照射による抗激化機能の克進が凍結脳挽傷 (浮血)を抑制
する可能性 を示 している｡

事査独文は0.5GyのX線事前潔射 と抗酸化機能.脳浮腫の関係 を示 した研究であり
､博士 (保健学)の学位 論文 として価碇のあるものと認 められる.


